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英語の形容詞における指示修飾と指示物修飾について
五十嵐　海　理
1．はじめに
　指示修飾（referenoe－modification）と指示物修飾（referent－modification）とは、
Bo］linger（1967）で提案された形容詞の修飾様式である。本稿の目的は、この
2種類の修飾様式を調査して、Jespersen（1913）で提案された古典的な形容詞
の修飾様式の分類と比較し、指示修飾と指示物修飾を語用論的に規定する方
途を探ることにある。
2．指示修飾と指示物修飾
この2つの修飾様式の違いをはじめに（1）でみておく。
（1）a．HenryiSaP　lpoliceman．（ヘンリーは田舎の警察官だ）
　　b．　Henry　is　a　pm　poli㏄enian．（ヘンリーは眠たげな警察官だ）
　　　　　　　　　　　　　　　　（Bolillger（1967：15，22）：下線付加）
　ここでrura1は警察官本人について何か言っているのではない。むしろ、
ruralはpolicemanという語の適用範囲を狭めているといえる。つまり
policemanの中でもrura1　pOli㏄rmanだというわけである。さらに言えば、「警
察官としては田舎の」というだけである。しかしdrowsyは警察官について眠
たげだと言っておらず、drowsyはpolicemanという語の適用範囲には影響を
与えていない。つまり「本人は眠そうだ」というわけで、「警察官として眠
そうだ」というわけではない。これは（2）のように考えると分かりやすい。
（2）a．＊The　po㎞㎜捻㎜1．　（Of．　The　POIiccman　is　a　rural　polioernan．）
b．he圃㎜is蜘　　　晦（1967：15，η））
　（2a）は非文法的である゜）。（2b）は文法的である。特定の人物（ここ
では警察官）が「眠たげ」であるのはよいが、「田舎の」であるのは意味が
通らない。特定の人物は「田舎の」であったり「都会の」であったりするわ
けではない。また、（3）（4）を考察してみる。
188
（3）a．John　is　a　c血imal　lawyer．（ジョンは刑事事件を扱う弁護士である）
　　b．　The　laWyer　is　c血血al．（その弁護士は犯罪者だ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Bol㎞gor（1967：16））
（4）LaWyers　are　classed　as　erimina　1，　Civil，　etC．；an　hldividual　may　be　classed
　　as　criminal　or　as　law－abidng．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Boli血ger（1967：15））
　（4）にあるように、（3a）のcrimina1と（3b）のc血rinalでは意味が違
っている。「刑事事件を扱う」のは指示修飾で、「弁護士として刑事事件を扱
う（それを専門にしている）」ということである。「犯罪者である」のは指示
物修飾で、弁護士のなかに職務行為として犯罪を犯すことを専門にしている
人がいる、という意味ではなく、特定の人物が犯罪を犯して、その人物が偶
然にも弁護士だったという事に過ぎない。従って、the　c血血a1　lawyerでは二
通りに暖昧であるということにもなる。なお、一般に指示修飾の形容詞は、
比較級・最上級が存在せず、veryによる修飾を容認しない、段階的（9radable）
ではない形容詞である。例えば＊a｛very　criminall　more　criminall　most
criminal｝1awyerは、　c血血1a1が（3a）と同じ意味で使われている限り、容認
されない。
　この当時の生成文法では、名詞に前置する形容詞はすべて関係代名詞から
導き出されていたが、これは全ての形容詞を、叙述用法を基礎にして考える
ことを意味していた。しかし、Bolmgor（1967）の指摘にもあるように、（2a）
のように、もともと叙述用法を持たない形容詞や、（3b）のように、叙述用
法と限定用法で意味が異なる形容詞が存在することを考えると、このような
主張は成り立たない。そこで、Bolinger（1967）では、指示修飾の形容詞はも
ともと名詞の前にあり、その後で、意味の変化を伴いながら叙述用法を発達
させて行ったのであり、指示物修飾の形容詞はその逆で、もともとbe動詞の
後の位置にあったが、それが名詞の前に来る限定用法を発展させたと考えて
いる。後者（＝（6））では名詞と形容詞とがどちらも指示物を限定してい
る。また、前者（＝（5））では名詞の前の位置に入る形容詞が指定され、
それによって名詞自体が限定されるという形になる。
（5）“arural　pOliceman”：ヨx［ヨy［Ex　is　a　y　kmd　of　pOlioernan｝＆br＝㎜1皿
（6）“a　drowsy　POliceman”ヨx［［x　iS　a　POlioemanl＆［x　iS　drowsy］
（5）（6）の論理式は暫定的なものだが、このように見ておくと、（5）
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（6）については（7）（8）にそれぞれ示されるような関係が、形容詞と係
り先の名詞との間で成り立っているということがわかる。
（7）　polimm （8）　　drowsypolimm
　指示修飾とされているものには、（9）がある。このほか、（10）にあるよ
うに、いわゆる動作主名詞（agen伽e　nom圃）も前置された形容詞と指示修飾
の関係にあることもあり、また、（11）にあるように、副詞由来の形容詞が
前置される場合には、基本的に指示修飾関係にある。
（9）a．He　is　a　tme　poet．（¢£＊The　poet　iS　tU】e．）
　　b．He　is血evew㎜1隅100㎞g蝋砿＊ne㎜b剛
　　c．Look　fbr　their　main血ults．（Of．＊Their・faUltS・are・mε血．）
　　｛LHe　is　the　law血1　heir．（c£＊The　heir　is　law向D
　　e．He’s　the　fUt㎜∋kng．（d£＊The㎞g　is飢㎜∋ゆ
（10）　a．a　subterranean　explorer（d巳＊The　explorer　iS　subterranean．）
　　b．a切onal　novehst（cf．「？’llie　nove血st　iS　regional．）
　　c．a　microseopic　donor（d巳＊The　donor　is　microscopic．）
　　c～asthlgy　donor（d巳つ「he　donor　iS　stingy．）
（11）a．He’s　a　，hard　worker．（c£＊The　worker　is　har（工）
　　b．　They　are　clea血丘窪h㎞．（C£町be　fighters　are　cleanゆ②
　　c．He　is　an　oocasional　visitoL（c£＊The　Visitor　iS　oocasional．）
　　己He　works　har己（cf．（11a））
　　e．They　fight　dean（ly）．（df．（l　l　b））
　　f．He　VisitS　oocasionally．（Of．（11c））
　　　　　　　　　　　　　　　（（9〕卜（11）：Bolinger（1967：14－20，27脚29））
　解説をすると、（9a）に含まれる形容詞（true）は名詞強意の形容詞と呼ば
れ、詩人が真実を語るとか貞淑だとか言っているのではなく、本当の詩人だ
と、「詩人」を強めて言っている（3）。（9b）（9c）（9d）に含まれる形容詞
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（very，　main，」碗劒は完全同定の形容詞と呼ばれ、「名詞が表わす対象物のあ
る特定の類を唯一的に指定し、抽出する機能」を持つとされる（中村（1976：
83））。つまり、（9c）なら、彼らの欠点の中から主な欠点を探し出すという
ことだから、「彼らの欠点（their　faUlts）」という表現の適用範囲を狭めている
のである。動作主名詞で（10a）（10b）では、「探検家と言っても、地下を探
検する探検家」「小説家と言っても、地方を題材にした小説を書く小説家」
と言っているわけである。なお、（10c）は「微視的な供与体」という意味で、
供与体の中でも微視的なものを指すため指示修飾であるが、（1・Oc，）は「ケ
チな贈与者」という意味で、ある贈与者について彼がケチであることを言う
ので指示物修飾であることに注意したい。また（11d）（11e）（11Dは（11a）
（11b）（11c）が副詞由来の形容詞を含むことを示している。（11a）なら「懸
命に働く（勉強する）人」で、働き方（勉強ぶり）が懸命なのであって、そ
の人が何かhardな部分を持っているということではない。（11c）のように
「ときどき訪れる人」はその人物が「ときどき」なのではない。訪問者には
毎日来る人とか、しょっちゅう来る人とか、年に一度の人とかいろいろいる
わけだが、「ときどき」来る人なのである。逆にthe　beaut血1　visitorなら「そ
の美人の訪問者」となり、別に訪問が何度でも関係なく、本人が美人なので
あるから、指示物修飾になる。
　以上、2節では指示修飾と指示物修飾について詳細に検討した。また（7）
（8）で見られるような名詞と形容詞の関係があるのではないかと提案もし
た。3節ではJespersen（1913）の形容詞と名詞の関係の5分類を見てみる。
3．形容詞と名詞の関係の5分類
　Jespersen（1913）では、名詞に前置された形容詞とその名詞との関係が5つ
に分類されている。本節ではその分類と、2節で検討した指示修飾と指示物
修飾の区別との関係を見て行きたい。まず、Jespersen（1913）での分類を見て
みる。
（12）a．直接付加詞（direct　adjunct）
　　b．転移従接詞的付加詞（shifted　subjunCt－a（ljunct）
　　c．部分付加詞（partia1　adjunct）
　　d．複合付加詞（compOSitiona　1　adjunCt）
　　e．他の間接付加詞（indirect　a（ljunct）
「付加詞」はここでは形容詞である。それぞれの例をJespersen（1913：
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Chapter　12）から挙げていくと、（13）のようになる。
（13）a．ayoung　lady「うら若き淑女」　（Of．（12a））
　　b．－am　early　riSer「早起きの人」　（Cf．（12b））
　　c．　a　public　schoolbOy　「パブリックスクールの生徒」　（Cf．（12c））
　　d．　a　sick　room　「病室；病人の部屋」　（Of．（12d））
　　e．　her　naked　bed　「彼女が裸で寝ている床」
　　　　　　　　　　（（rf．（12e）；出典はShakespeare）
（Jespersen（1913：283－309））
　Jespersen（1913）によって解説すれば、（13a）はa　lady　who　iS　youngと同値で
ある。しかし（13b）ではa　riser　who　is　earlyとは（同じ意味では）言えず、
これはむしろHe　rises　early．＝an　eany　riserとなる。副詞が形容詞に転用され、
動作主名詞を修飾したといえよう。（13c）では形容詞publicは名詞schoolの
みと関係を持ち、boyは修飾しない。なので名詞の一部分にしか形容詞の修
飾が及ばないという例である。（13d）は部屋が病気なのではない。形容詞
sickはここではsick　peopleのことであり、　a　Sick　room＝a　room　for　the　sickであ
る。つまり形容詞は名詞とは修飾関係にないのである。（13e）ではnakedな
のはもちろんbedではなく、　herで表される人物のことであり、　her　naked　bed
ニnaked　in　her　bedといったところである。ここではもともとの修飾（あるい
は記述）の相手はherで表される人物で、　She　was　naked　in　her　bed．のような文
で、これがin・her・naked・bedのようになることで、最初の主語と動詞を表現し
なくてすむわけである。
　さて、（13a）の直接付加詞としての形容詞以外は、関係代名詞から導くこ
とが出来ない。つまり、（12a）と（12b）～（12e）とは、名詞と形容詞との
間に直接的な関係があるかどうかで分かれている。その上で、名詞と間接的
な関係にある間接付加詞の種類として、上段で説明したような4つが設定さ
れている。
　これらの5分類が、’2節で述べた指示修飾と指示物修飾との区別にどのく
らい重なるのだろうか。それぞれ検討してみよう。まず（13a）であるが、　a
young　ladyはThe　lady　is　young．としても全くおかしくないので、この形容詞
は指示物修飾ということになる。（13b）は（11a）で示したa　hard　workerな
どと同じで、指示修飾であるω。（13c）は、（10b）のa　regional　novelistと同
じパタンだと見なせるので、指示修飾である（5）。ところが、その後の（13d）
（13e）についてははっきりと述べることが難しい。この辺についての解説書
192
である中村（1976）でもどちらだとも述べられていない。
　まずは複合付加詞から考えてみる。（14）に他の例を挙げておく。
（14）a．　the　condernned　oe皿s（＝the㏄皿s　fbr　the◎ond㎝ned）「死刑囚監房」
　　b．　an　inftared　lamp（＝a㎞p伽t㎝i偲血痂㎞d聡ys）「赤外線ランプ」
　　c．o－Ul　dealers（＝persons　who　deal　With　ornament）「宝石商」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中村（1976：179－180））
　（14a）は比較的単純で、（13d）とあまり変わりがないが、（14b）（14c）
は「意味の圧縮度の非常に高いもの」である（中村（1976：180））。もちろん、
（14a）で監房自体が死刑を宣告されたわけではなく、（14b）でランプ自体が
赤外腺なわけではないし、（14c）で飾り物のような取引商人のことを言って
いるわけではないので、これらは指示物修飾ではない。それなら指示修飾な
のだろうか。ここで思い出していただきたいのは、指示修飾は名詞の指し示
すものを限定する働きがあるということである。（14a）ではcellの種類とし
て◎ondernned　ce皿があるということで、これは（7）のrural　polimmのとき
と同じようなことである。（14b）では1ampの種類としてnftaredを出すもの、
というのであるから、同様だし、（14c）のornamentを扱う取引商も、取引商
の一種である。そうすると、これらは指示修飾と見なして良いことになる。
しかし、この複合付加詞は、まさに「複合」であるからこそ、名詞と基本的
に修飾関係にないと考えることも出来るのである。
　本稿では、しかしながら、やはり指示修飾だと考えておきたい。理由はい
くつかある。まず、名詞の適用範囲を狭める働きは確かにあること。第二に、
名詞由来の形容詞（例えば（14c）のornamental）にはN＋Nのパタンと相補
的な分布にあると中村では主張されていること（中村（1976：96））。これは、
複合付加詞がN＋Nのパタンと共通性があるとする中村の主張（中村（1976：
181））とも符合し、N＋Nのパタンは、　sports　page（「スポーツ面」で、ページ
がスポーツなのではなく、スポーツに関する記事が載っている紙面というこ
と）に見られるように、指示修飾と考えて良いこと。第三に、叙述用法にな
りにくいこと。例えばthe　condenmed　cellsで、　The　ce皿S　are　condenmed．とする
とoondemnedの意味が全く変わってしまうということがある。これは指示修
飾でもあったことで、a　criminal　lawyerは「刑事裁判の弁護士」であるが、
The　lawyer　is　c血imal．とすると「その弁護士は犯罪者だ」ということになる。
このような並行性から、複合付加詞は指示修飾の一種であると考えることは
可能だろう。しかし、修飾の様式としては、（12a）～（12c）までとは違い
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があることは認めなければならない。
　次にその他の間接付加詞と呼ばれるものを考える。（13e）のような転移形
容詞は、前にも言ったように、その名詞を修飾しておらず、もともと他のも
のを修飾したり、記述したりする形容詞である。中村（1976）から例を引く。
（15）a．　He　was　now　smoking　a　sad　Cigarette．
　　　←He　was　now　sadly　smoking　a　Cigarette．）
　　b．It　was　a　melancholy，　rather　M－tempered　ev㎝西ng，　f（）r　they　were　a皿tired．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中村（1976：177））
　ここでのsadやmelancholy，　rather　ill－temperedは、それぞれcigaretteや
oveningを修飾しているわけではない。それぞれ、　heの心理状態、　theyの心理
状態を表しているのである。その意味で転移した修飾語だといえる。このよ
うな修飾語はよく出てくる。手持ちの小説を少し捲ってみれば、すぐに出て
くる。
（16）　a．A皿Cyn　at　once　broke　into　a　not　too　coherent　and　gngy　dissertation　on
　　　ch皿d－kidnapPers　and　the　inethCienCy　of　the　POIice．
　　　　　　　　（Ngaio　Marsh，，Sl，instE7　s　in　Jeopmaly，1954：154：下線付加）
　　b．　He　heard　his　son　give　a　S1S2S｝b！fi11　chuckle．　　　　　（］Zpid．，174：同）
（17）a．With　a　S1etianS　toss　of　her　head，　she　crossed　the　room　and　began
　　　mixing　herself　another　driI盛【．
　　　　　　　　　　（Margaret　Millar，　Beast　in　vaew，1955：62：下練付加）
　　b．When　the　hearse　came　to　take　him　away，　she　screamed，　such
　　　sc舳ng　I　never　did　hear　in　a皿my　hg皿days．　　　（IOid．，117：同）
　　c．　When　she　eame　i　lto　the　room　She　was　smiling　slightly，　but　it　was　a
　　　eW　smile，　as　if　she　already　suSpeC　eed　that　the　company　wasn°t　the
　　　㎞d曲ewo岨α艸　　　　　　　　　　（thid．，139：同）
　（16a）では、怒っているのは自分の息子をさらわれたAneynのほうであ
って、彼のぶった演説（dissertation）ではない。（16b）では疑わしく思ってい
るのは彼の息子のほうであって、笑い（chuckle）が疑わしいのではない。（17a）
ではdefiantなのはもちろんsheである（もっとも、これは直接付加詞との区
別が難しいが）。（17b）では生まれた（bOrn）のは「私」（1；my）なのであって、
daysではない。（17c）では「慎重な（guarded）」のは彼女（she）のほうであって
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（例えばShe　was　guarded　in　her　statement．「彼女は自らの言動に慎重だった」
は可）、微笑に慎重な微笑があるわけではない。
　このように、他の間接付加詞は、それが形式上修飾している名詞以外のも
のを修飾ないしは記述しているので、基本的に指示物修飾ではないし（なぜ
なら後続する名詞が表す特定のものを修飾していないから）、指示修飾でも
ない（なぜなら後続する名詞の適用範囲を限定していないから）。どちらに
も入らないといえよう。
　本節では以上のようにBolingerの指示修飾と指示物修飾の区別と、
Jespersenの形容詞による修飾様式の5分類を見てきた。まとめると次のよう
な表になるのではないだろうか。
表1：指示修飾と指示物修飾の区別と形容詞と名詞の関係の5分類
Bolingerの区別Jespersenの5分類2節・3節での例
指示物修飾 直接付加詞 （13a）；（1b）
転移従接詞的付加詞 （13b）
指示修飾 部分付加詞 （13c）
複合付加詞 （13d）　　（14）　；　（3a）　　（1a）
その他 他の間接付加詞 （13e）　　（15）　　（16）　　（17）
4．語用論的に考えた指示修飾と指示物修飾
　1節から3節まで考えたことをふまえて、指示修飾と指示物修飾の区別に
ついて語用論的な予備的考察を与えるのが、本節の目標である。
　指示修飾と指示物修飾の区別は分かりやすいとは言えない。名詞の前の位
置は分類的で一般に永続的な性質をあらわす形容詞が来るとされているが、
（1a）で考察した指示修飾のa　rural　polioenianのn圃はその条件に当てはま
る。また（1b）のa　drowsy　poh㎜のdrowsyは一時的な状態を表し、指示
物修飾である。すると永続的な性質を持っていれば指示修飾なのかと言えば、
そんなことはない。例えばBolinger（1967：14。15）も指摘しているが、　an．eager
studentとan　eager　boyを考えてみると、どちらも（半）永続的な性質である
熱心さを表す形容詞を含むが、an　eager　stUdent「熱心な学生」は指示修飾で
あり（なぜなら学生として熱心なのであって、それ以外の役割ではそうでは
ないかもしれないから）、an　eager　bOy「やる気のある男の子」（なぜなら人
柄の一部として「やる気がある」男の子だから）は指示物修飾と考えられる。
性質の永続性と必然的な結びつきはないといえよう。
　では、形式的に、叙述用法に転用したときに容認できなくなったり（（2）
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を参照）、あるいは（3b）のように意味が変わってしまったりすれば指示修
飾だと考えられるかといえば、それも必ずしも言えない⑤。註の1で指摘し
たが、a　theatrical　agentは、　The　agents　in　this　building　are　mostly　theatrica1
（oneSlagents）．のように出来るので（カッコ内は省略可）、叙述用法であって
も、支柱語oneや名詞の繰り返しが想定できるような文脈では、限定用法の
ときと同じ意味を保つことが出来る場合もあるからである。また、部分付加
詞の場合も、にわかには指示修飾だとは分かりにくい。たとえばa　regional
novelistのregiona　1がnovelに係って行くということは、この名詞句だけを見て
いても、分かりにくく、またそれが指示修飾であることも、それだけからは
判断できない。これとは別に、複合付加詞と他の間接付加詞の場合は、まず
名詞との意味的な選択制限があるので（たとえばasick　roomで、部屋が病気
であるわけないから）、そこで指示物修飾のラインは消え、その代わりに前
者は指示修飾として解釈され、後者は文中の他の要素を修飾するものと考え
られるのだろう。つまり、この2つの種類の形容詞については、意味的に排
除される組み合わせを、語用論的に解釈し直すというプロセスが比較的明示
的だといえよう。
　ここでNunberg＆Zaenen（1992）の例を考察してみたい。（18）を見てみる。
（18）a．　John　was　eating　rabbit．
　　b．1　refUse　to　wear　rabbit．
　　c．　After　several　lorries　ra皿over　the　body，　there　was　rabbit　splattered　a皿
　　　over　the　highway．
　　d．　My　religion　forbidS　me　to　eat　or　wear　rabbit．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（N：unberg＆Zaenen（1992：388－390））
　ここではrabbitの解釈に注目してみたい。（18a）は「ウサギの肉」であり、
（18b）は「ウサギの毛皮」であり、（18c）は「ウサギがつぶれた状態」であ
る。しかし、全て同じrabbitという語を単独で用いており、（18a）～（18c）
では解釈にゆれがある。この解釈のゆれを考えてみると、rabbitはeatの目的
語では肉、wearの目的語では毛皮の意であったが、この二つの動詞を接続し
た（18d）は意味的におかしいことはない。つまりrabbitは「ウサギから出て
きたもの（stuff　derived　from　a　rabbit）」というのが意味であり、これを文脈に
よって（18a）の肉や（18b）の毛皮のように解釈するのは、文脈に依存した
詳細化（pr6cision）である、という。つまり、　rabbitは（18a）（18b）では二義
的（ambigUous）ではなくあいまい（vague）であるという。（18a）（18b）の解釈
196
にはNunberg＆Zaenen（1992）が指摘するように一般的な知識が必要である。
ウサギを食べると言ったら、肉を食べるのであって、毛皮を食べるのではな
いということは、食べることについての一般的な知識から導き出されている。
（18b）（18c）も同様に一般的な知識を解釈に必要とする。この一般的な知識
は、たとえば（18e）のrr血kという語を解釈する場合にも関与する。ここで
は肉ではなく毛皮の解釈になりそうである。
（18e）Mink　is　expensive　these　day鼠（Nunbe㎎＆Z鋤en（1992：394））
　結論的には、彼らの主張では、（18）のような例を解釈するには、転移関
数（transfbr㎞cdon）であるuniversal　grinderのみが必要でしたがって意味的
には不可算名詞rabbitの解釈は（18c）だが、一般的な知識による詳細化
（prec　ision）を経て（18a）（18b）のような個別の解釈が生成されるω。
　これと同じ様なことが形容詞の指示修飾と指示物修飾の区別にも言えるの
ではないか、というのが本稿での主張である。表1で示したような関係が成
り立つとすれば、指示物修飾の形容詞（＝直接付加詞）は意味的な操作によ
って解釈されると考えられ、指示修飾の形容詞は意味論的には解釈できない
ので、語用論的な操作によって解釈できると考える。ここで指示修飾として
想定しているのは、「内容の詳細化」ないしは「富化」（enrichment）と呼ばれ
る語用論的な操作になる。
　まず形容詞の名詞との関係の基本は積集合（intersection）だと考える。これ
は（8）のように図示できる。ここで別な例としてbrown　cowsを考えてみる
と、同じような図になる（S）。
（19）brown　cows
　　　　　brown（th血9＄）
　　　　　　＼
COWS
　さて、ここで、このように解釈できない場合が出てくる。それがたとえば
複合付加詞のa　criminal　laWyerである。もしこれを（19）のようにやってし
まうと、罪を犯した弁護士ということになってしまう。そうではなくて、刑
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事事案専門の弁護士ならば、criminalはlaWyerの部分集合にならないといけ
ない。
（20）　a　erintinal　lawyer
　　　　　cr㎞ninal　lawyers1awyers Civi1　lawyers
　このように、弁護士には専門があって、刑事事件を扱う人とか、民事事件
を扱う人とか、いろいろいる、ということが弁護士という職業に関する一般
的な知識だろうが、これがないとac血ninal　laWyerを正しく解釈することは
出来ない。そしてこのように一般的な知識で語の意味を詳細化する操作
（enrichment）が、まさに語用論的な操作なのである。これと同じ複合付加詞
に属するa　sick　roomはa・room・for・the・sickだったわけだが、この場合ははじめ
にsick　roomを（19）のように解釈してから、意味上の選択制限から解釈で
きなくなって、（20）のように、ある建物の中の部屋の種類から、「病人部屋」
だという解釈にいたるが、これも一般的な知識がなければ成り立たない。転
移従接詞的付加詞の例であるan　early　riserでは、やや事情が異なる。形容詞
earlyは副詞から転用されたものであり、　a　person　who　rises　earlyからこの表現
が出来たわけだが、これをどうやってan　early　riserの解釈とするかは、中村
（1976）の生成文法流の考え方を用いないとすると、解答を見つけるのは容易
ではない。動作主名詞と呼ばれる£rのついた名詞については、語彙意味論
からの接近法もあるが、語用論的な立場では、たとえば（lark＆Oark（1979）
の（21）が参考になると思う。
（21）The　bOy　pOrChed　the　newspaper．「その子は新聞をあなたの家のポー
　　チに投げ入れました」　　　　　　　　（Clatk＆c㎞k（1979：787））
（22）aCause（Do（the　bOy，　somet㎞g），　Come－abOut（On（the　newspaper，　a
　　　porch）））
　　b．　The　bOy　did　something　to　cause　it　to　come　abOut　that　［the　newspaper
　　　was　on　a　pOTCh）　　　　　　　　　　　　　　　（（］ark＆Clark（1979：788））
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　もちろんporchというような動詞はないが、（21）では動詞として使われて
いる。（21）の解釈は（22a）のようになり、（22a）を英語に直すと（22b）
のようになる。ここで、（22a）のporchにあたる部分は、　Cause（Do（x，
somet㎞g），　Come－about（On（y，　a　pOrch）））ということになる。つまり、　pOrchの
ここでの意味は「xはあることをして、その結果、yがポーチの上にある」
であり、これはporchというものについての一般的な知識が関わる。すなわ
ちpOrchとはa　shelter　adjaoent　to　the　main　door　into　the　house（「家の玄関前の
屋根つきの場所」）であるので（Clatk＆Clatk（1979：787））、そこには屋根で覆
われる必要のあるものが置かれるという推論があり、新聞はそんなもののひ
とつなので、新聞がポーチに置かれうる、といことである。そこに少年が関
わっているとすると、一般的な知識から、少年が玄関のポーチに新聞を投げ
入れた、という状況が目に浮かぶということだ。それを形式化したのが
（22a）なのだろう。同じように、　an　early　riscrの場合も、起きる人（riser）につ
いての一般的な知識が利用されている、とここでは主張したい。まず、起き
る人というと、起きるというのは朝に起きることだろう。朝に起きるといっ
ても、人々は朝のうちのいろんな時間に起きる。そうすると、早く起きる人
と遅く起きる人がいるはずである、というところまでが、一般的な知識から
推論できる。
（23）ea」y】disers
　　　　　early　risersnsers late曲rs
　これで転移従接詞的付加詞も（20）の複合付加詞と同じように解釈でき、
しかもこれで形容詞に分類的な意味があることが明白になった。最後に残る
のは、a　regiona1　novelistのような部分付加詞の例である。「地方小説家（a
regional　novelist）」は地方色の強い作品（regiona1　novel）を発表する人で、
regiona1は小説家の種類を表し、やはり分類的である。これはa　nove血st　who
幅tes㎎ional　novelsということだと考えると、（21）のpOrchと同じように考
えることが出来るのではないか。小説家といえば、何かの題材について小説
を書く人で、その題材は歴史や現代の風俗やその風刺であったりする。その
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中には地方を題材にするものもある。ここまでが一般的な知識で、聞き手と
話し手の相互知識（mutua1㎞owledge）となる部分である。あとは転移従接詞
的付加詞と同じように、関係代名詞節の中にある表現の一部が名詞の前位に
来るということになる。最後に他の間接付加詞の場合だが、これについては
現在の筆者に解決の目途は立っていない。
5．まとめ
　本稿の目的はBolingerによる形容詞の指示修飾と指示物修飾の区別を
Jespersenの形容詞の修飾様式の5分類と比較し、そのうえで、指示修飾と指
示物修飾の区別を語用論的に理解するというものであった。修飾様式の比較
については3節に示した通りである。また、指示物修飾の形容詞＋名詞のパ
タンの解釈は4節で示したように基本的に積集合でもとめられるが、指示修
飾の形容詞＋名詞のパタシでは、Nunberg＆Zaenen（1992）の多義語について
の研究やClark＆αark（1979）の文法範疇の転換を扱った研究を参考に解釈の
あり方について考えてみた。
　最後の4節については問題山積である。「一般的な知識」が鍵であること
は分かったが、これをどのように規定すべきかは、Nunberg＆Zaenen（1992）
でもClark＆Clark（1979）でも述べられているが、前者は内容の詳細化
（ptecision）であり、後者は相互知識（mutual　knowledge）である（それぞれの執
筆年代を色濃く反映しているが）。これらが形容詞の修飾様式の規定に合う
のかどうかは明らかにすることが出来なかった。また、Jespersenで「他の間
接付加詞」とされている形容詞の修飾様式については解決をみることはなか
った。
　このように、いささか厄介な問題が残ってしまったが、これまで指示修飾
と指示物修飾の区別を付加詞の修飾様式の5分類と比べた研究は寡聞にして
知らず、また修飾様式を語用論的に考えようとしたものも見られないことか
ら、本稿での議論は無意味ではなかろう。
註
（1）本文中（2a）括弧内の文であれば、文法的である。一般に指示修飾の形容詞は単
　　独でbe動詞の後に置かれる、いわゆる叙述用法では用いられなかったり、支柱語
　　oneや名詞の繰り返しを許容したりする。指示物修飾ではそのような制限はない。
　　Bofinger（1967）から例を引く。まずは指示修飾からである。
　　（i）a．a　thcatrical　agent【劇場の代理人】
　　　　b．The　agents　in　this　building　aLre　mostly　theatrical（oneSlagents）．
　　（ii）a．　a　regional　novelist［regional　novelを書く作家】
　　　　b．The　novelists　we　studied　were　mostly　regiona1（oneslnovelistS）．
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　　（iii）a．　a　mechanical　engineer【機械工学専門のエンジニア】
　　　　b．　The　engineers　in　this　department　are　al1　mechanical（engineers）．
　　（i）～（iii）でoneや名詞の繰り返しがない場合は、　theatricalやregionalや
　　mechanicalが名詞句の代わりになっていると考えられる。これに対して指示物修飾
　　の形容詞は単独で叙述用法で用いられる。ここではむしろ、支柱語oneなどは許容
　　されない。
　　（iv）a．　a　pretty　9irl【可愛い女の子】
　　　　b．The　girls　in　this　dorm　are　all　pretty（？ones）．
（2）本文中の（11a）や（11b）の括弧内の非文法的と判断される文も「その労働者は硬い」
　　とか「その闘士たちは清潔だった」のように解釈できなくもないが、その場合は
　　労働者や闘士はモノ扱いである。
（3）本文中での日本語の用語は、タイトルの「指示修飾」「指示物修飾」も含め、基本
　　的に中村（1976）に従っている。
（4）この点に関しては本文中の（11d）も参照。
（5）この点については、Bolingerでも他にa　public　offioeholderのような例も見える。こ
　　こでもpublicはofficeのみを修飾していて、　holderは修飾していない。従ってこの
　　表現の訳は「公職に就いている人」という意味になる。公的なのは本人では、当
　　然、なく、役職のほうである。次の分析図もBolinger（1967：29）が挙げているもの
　　である。
（’）zs2gis｛ielll21tillP’ω甥曲
（6）Bolinger（1967）では、指示修飾の形容詞はもともと名詞の前の位置で生成され、指
　　示物修飾の形容詞はもともとbe動詞の後の位置で生成されると考える。指示修飾
　　の叙述用法は名詞の前の位置にある形容詞がbe動詞の後の位置に移動してくるの
　　であり、指示物修飾の限定用法はbe動詞の後の位置にある形容詞が（関係代名詞
　　化などを経て）名詞の前の位置に移動してくるのである。この点については本文
　　中の（5）（6）で触れた。本稿では議論をせずにこの考え方に従っている。形容
　　詞の生成位置を決定するのは、本稿のような伝統的な意味論・語用論を用いた語
　　法研究的な文章にはそぐわないからである。
（7）ここでの「転移関数」についてはNumberg（1978）を参照。
（8）色の形容詞＋名詞では、すでにLexical　Pragmaticsの文献で指摘されているpink
　　grapefruit（中身がピンク色）のような面白い例もあるが、ここでは議論を単純化
　　するため、全ての直接付加詞は本文中にあるようなintersectionの関係にあると考
　　えることにする。
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